
#２ 目指す都庁の姿
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「未来の東京」戦略ビジョンは、
2040年代を見据え、目指す都庁のイメージを
示しました。
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注｜p.11~14は「未来の東京」戦略ビジョンからの抜粋



▸ ニーズをいち早く捉えて価値ある政策を発信するためには、民間の発想・
技術・知見を融合させた行政運営が必須です。

▸ 「公」が予め全て決めて発注する古い関係性では、課題解決は望めません。

▸ 民間とフラットな関係でパートナーとなり、互いに知恵を持ち寄って
東京の成長を目指します。

規制や行政手続など、
都民や事業者との接点と
なる行政のあり方を、
「都庁のデジタルシフト」など
を通じ、利便性・有用性・
効率性を追求して改革

民間とのスクラムで政策イノベーションを生み出す都庁へ

人材マネジメント

民間とのフラットな
連携を可能とするため、

高い専門性と
コミュニケーション能力を
備えた人材を育成

民間と共に動ける機敏な
組織へ進化するため

ICT環境の刷新や
人事・財務・契約などの
制度を改革

役割・仕事
が変わる

３つのアプローチで「未来の東京」を支える都庁へ制度・仕組み
が変わる

行政サービス組織運営

その実現のため、都庁は新たな姿へ変わります。
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